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らである。固有名詞の 3つ目，ハラフは，ヒジュラ暦 269年／西暦 882-
883年のアンダルスのディルハム貨に現れる。このことは，それらの貨幣
をムハンマド 1世が発行したものとする論拠とされてきたが，実際には，
























































1枚（Telles 1999, pp.133-138）。コルドバからの，ヒジュラ暦 247年／西
暦 861-862年のもう 1枚（Canto 2002, p.111）。そして造幣所の書かれてい
ないヒジュラ暦 286年／西暦 899-900年の，アルメリアのイノクス・デ・



























ワッキルのディルハム貨 1枚が見つかっている（Canto 2002, p.113）。プ
リエゴ・デ・コルドバの貨幣群からは，ヒジュラ暦 241年／西暦 855-856
年の同じカリフの貨幣が 1枚（Carmona, Hinojosa 1999）。ドミンゴ・ペレ
ス（グラナダのイスナジョス）からは，ヒジュラ暦 239年／西暦 853-854









枚（Ruiz 1967, pp.28-29, n.175）。ヒジュラ暦 226年／西暦 840-841年のプ
エブラ・デ・カサージャの出土銭群から，ディルハム貨の断片 1つ
（Ibrāhīm, Canto 1991, pp.71-72）20）。アルメリア地方では，ディルハム貨が
もう 2枚見つかっている。1枚はアンダラクス渓谷で，もう 1枚はカサ・
バハ・デ・トレメセンで。後者はイブラーヒーム 2世の時代のものである

















ュラ暦 226-227年，231年／西暦 838-846年の 3枚のディルハム貨が見つ
かっている（Vega, Peña 2000-2001, p.88, nn.486-488 ; 2002, p.188, nn.365-
367）。また，プエブラ・デ・カサージャの 902点の出土銭群からは，ヒジ
ュラ暦 247年／西暦 860-861年の日付のディルハム貨の破片 1つが見つか


































































































































































































































































































































































































































































p.105を参照されたい［訳者註：同書の 30-31, 36, 86-87, 176, 189, 204頁，
註 48も参照されたい。また，E. Bareket,“Rādhānites”, in N. Roth（ed.）, Me-
dieval Jewish Civilization : An Encyclopedia, Routledge, 2002, pp.558-561も参
照］。
８）この問題については，Manzano 2006, pp.341-354. を参照されたい。
９）この事実は，コデラによって指摘されている（F. Codera 1879, p.68）。彼は，
アブド・アッラー統治期のディルハム貨はほとんど見たことが無いと述べて
いる。ビベス（A. Vives 1893, p.32）は，アブド・アッラーの治世初期，275
年から 279年にかけての幾つかの事例しか挙げていない。マイルズ（G. C.





























































てはいるが──「造幣所 casa de la moneda」として知られる場所が存在して
いたからである。
２５）Vives の 322-323番または Miles の 179 f と 179 g のファルス銅貨のことであ







２７）Ibn Hayyān, al-Muqtabis III, ed. M. Antuña 1937, pp.12.
28）Al-‘Ush 1982, p.117, n.273. Vives 340タイプ。
２９）Ibn Hayyān, al-Muqtabis III, ed. M. Antuña 1937, pp.9, 24, 117-118.









３３）Ibn al-Qūtiyya, translated by J. Ribera, pp.108-109.
３４）E. マンサノ（2006, pp.349-359）によって，他の諸遠征についてもこの見解
が強調されている。
















幣についての議論は，この論文の註 27を参照されたい。Miles 1950, p.55と
Frochoso 2001, p.91も参照。
４５）T. イブラーヒームはヒジュラ暦 305年の貨幣を確認し，A. ビベスによって
採取された 2つの年に付け加えている。Ibrāhīm 1996, p.293.
４６）アル・マーリキーがその Riyādal-Nufūs の中で言及し，またイブン・イザー
リー Ibn‘Idārī も言及している（II, p.89）。
４７）Ibn‘Idārī が言及している（II, p.89）
４８）Ibn Hayyān, al-Muqtabis V, p.67. 1981年の M. J. Viguera と F. Corriente によ
る翻訳では 87頁。Ibn‘Idārī II, p.203.
４９）G. C. マイルズなどの研究者は，同じ人物を指しているとしている。Miles





















Richarté & S. Gutiérrez, 2015を参照。
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